
パラリンピックでの活躍を目標に
　今年9月にリオデジャネイロで行われる第15回夏季パラリ
ンピック競技大会から、パラトライアスロンが正式競技として実
施される。これに向けJTUパラリンピック対策チームでは、パ
ラトライアスロンの強化指定選手制度の改定や、国際大会への
選手派遣などさまざまな活動を行ってきた。

パラリンピック対策チーム　
2015年の主な強化活動
■国際大会への選手派遣
■強化合宿の実施
■第5回JTUトライアスロン・パラトライアスロン・
　フォーラム開催
■日本パラリンピック委員会（JPC）と選手
　発掘事業共催（東京、大阪）
■日本財団パラリンピックサポートセンター入居
■各自治体のパラ選手支援事業への推薦
■他競技団体との連携
■JPC強化助成事業
■マルチサポート事業（身体、男子）

■外部助成事業の活用、助成金の獲得　など

　そしてパラリンピック開催を迎える本年は、リオデジャネイロ
はもちろん2020年に東京で開催される第16回夏季パラリン
ピック競技大会も見据えて活動を展開していく。

2016年以降の活動予定
■第15回夏季パラリンピック競技大会
■ナショナルチーム体制の整備
■国際大会への選手派遣
■強化合宿、個別合宿（他競技団体との連携強化）
■強化助成・研究助成の獲得、活用
■オリンピック対策チーム・他競技団体との連携強化
■専門委員会との連携
■クラシファイヤー（障害のクラス分け判定者）の育成
■国内の大会、普及活動
■その他
2016年JTUパラトライアスロンナショナルチーム選手制度
　2015年12月のJTU理事会において、第15回夏季パラリン

上段左・中央・右・下段右：ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会、下段左：第21回みやぎ国際トライアスロン仙台ベイ七ヶ浜大会
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パラリンピックでの活躍を目標に パラトライアスロン強化・普及事業

ピック競技大会（2016/リオデジャネイロ）および、第16回夏
季パラリンピック競技大会（2020/東京）での目標達成のため、
パラトライアスロンナショナルチーム選手制度が承認された。
 対象選手
　日本国籍を有し、ITU主催レースへの出場資格を有するJTU
登録選手
 認定内容と認定手順 
　JTUパラリンピック対策チーム（パラ対策チーム）において強
化指定選手のなかから選考し、理事会承認により認定する。評
価にあたっては、強化B指定選手以上のなかから競技タイム上
位者を基本とし、第15回夏季パラリンピックあるいは第16回
夏季パラリンピックで入賞が期待される選手を対象とする。
　ただし、第16回夏季パラリンピックは実施クラスが未定のた
め、全クラスの選手を対象とする。
 認定期間 
　2015年12月以降の認定日～2016年11月末日までとす
るが、今後のルール変更や大会の成績によって、期間中であっ
ても改訂されることがある。
 JTU強化指定への資格等の授与（詳細は別基準・規定） 
1）世界選手権グランドファイナル、世界選手権、アジア選手権、

強化合宿等へ優先的な参加資格
2）マルチ・サポート事業の対象選手（事業委託先との調整による） 

　2016年はパラトライアスロンがパラリンピックにデ
ビューする記念すべき年です。当チームは発足当初よ
り4年計画で、リオデジャネイロ・パラリンピックに選
手を派遣し、そこで選手が活躍できるようにと、一丸と
なって強化・普及活動に取り組んできました。その目
標達成を目指し活動を継続していきます。
　同時に、国内でのトライアスロン、パラトライアスロン
の盛り上がりをさらに後押しできるよう、全国的な普及
を目指した活動にも注力していきます。引き続き応援
をよろしくお願いします。

パラリンピック対策チーム　
チームリーダー　富川理充（神奈川）

パラリンピックに向けて

左上・右：ITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナルシカゴ大会、左下：ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会

チームリーダーコメント
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会場 初級 中級
北海道会場（上川郡美瑛町） 9月20日、21日 9月20日～22日
岐阜会場（海津市） 11月21日、22日 11月21日～23日
新潟会場（新潟市） 11月22日、23日 11月21日～23日
島根会場（松江市） 11月21日、22日 11月21日～23日
熊本会場（熊本市） 11月21日、22日 11月21日～23日
東京会場（江戸川区） 2016年3月20日、21日 2016年3月19日～21日
山形会場（酒田市） － 2016年3月19日～21日

2015年度JTU公認指導者養成講習会　開催実績

選手が安心して
競技を行うために
指導者養成・審判員養成

※2016年実施日程はJTUホームページを参照。

ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会
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　JTUではトライアスロン競技をより安全かつ正確に行うために、指
導者や審判員の養成に取り組んでいる。
　指導者養成委員会では2015年度中にJTU公認＜初級＞＜中級＞
指導者養成講習会を全国7カ所で行い、初級115名、中級45名が
指導者資格に合格した（2016年3月現在）。そのほか2回にわたり
JTU指導資格者研修会およびコーチングシンポジウムも開催した。
　また審判委員会では第32回オリンピック競技大会／第16回夏
季パラリンピック競技大会（2020/東京）に向けたITUテクニカルオ
フィシャル養成のため、2014年末から2016年に掛けて国内初とな
るITUレベル1認定セミナーを開催。審判員の普及と技術向上を目
指し活動している。
　さらに審判委員会と技術委員会が連携して各地に審判員や技術
委員を派遣し、大会運営の改良を図るなど、選手が安全にレースに臨
めるようさまざまな取り組みを行っている。

　第71回国民体育大会／2016希望郷いわて国体
からトライアスロンが正式競技になります。監督は公
益財団法人日本体育協会の指導員資格保有が義務の
ため、当委員会では数年前から指導者養成講習会の開
催を増進してきました。
　2016年をゴールではなく新たなスタートと捉え、
スポーツ系の専門学校での講習実施や、研修会の拡充
（トレーナーチームならびにアンチドーピング委員会
との連携）に注力します。また、2020年に向けて、ITU
のコーチ資格や障がい者スポーツの指導者資格の取
得を促進します。

　審判員とは選手が安全で公正なレースができるため
の見届け役です。
　審判委員会では2014年11月にITUレベル1認定
セミナーを国内で初めて開催しました。さらに2回目
を2015年11月（東京会場）、3回目を今年2月（京都
会場）、そしてあと1回の開催を計画しています。
　現在ITUレベル3（1名）、レベル2（15名）、レベル
1（48名）（昨年末時点）の有資格者がいますが、今後
国際審判員の普及と審判員のレベルアップを目的に、
認定セミナーを年2回開催する予定です。
　また、現在行っているITUルールの翻訳作業やITU
資格取得講習会の企画・実施、全国のJTU主要大会
への審判員派遣などのほか、ITUルールを反映させた
『JTUルールブック』の更新も実施予定です。

　技術委員会では、全国の加盟団体・地域ブロックと
の連携により、大会の運営やさまざまな取り組みにつ
いての現状調査を実施しています。
　まずは地元技術・審判委員会（または準じる組織）と
のネットワークを確立し、大会や勉強会、講習会への技
術委員・審判員派遣を実施。活動を通して問題点や課
題を洗い出し、地元加盟団体と協力しながら、大会の
運営レベルや審判技術の向上を目指します。
　また新たな委員会メンバーや協力者の人材発掘も
行っていきます。

指導者養成委員会　
委員長　矢野龍太郎（埼玉）

審判委員会　
委員長　川添勝（東京）

技術委員会　
委員長　伊藤一博（千葉）

選手が安心して
競技を行うために

委員長コメント

ITUトライアスロンアジアカップ蒲郡大会
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